
ＬＴ－８のセンサーをＬＴ－２００で使用する方法 

 

Ⅰ．変換コネクターとサーミスタの種類を設定する方法 

１．２．５φ－３．５φステレオ変換 

コネクターを用意します。 

Amazon、楽天等で 

“25S-35S”と検索して購入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．ＬＴ－２００のサーミスタの種類を指定する 

“計測条件設定”で使用するチャンネルのセンサーを指定します。 

各チャンネルの温度センサー“外部設定” 釦をクリック、センサーの種類を 

選択します。 

サーミスタメーカー         日機装サーモ 

製品名               44000/45/46/48/55/44900 

温度センサー            ３０ｋΩ 

以上を選択して設定釦をクリックします。(各チャンネルに設定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定後温度センサーを接続して正しく変換できることを確認してから使用してください。 



Ⅱ．専用変換ケーブルを使用 

  変換ケーブルはＬＴ－８で使用している温度センサーの抵抗値と温度の関係を記録し

てあります。 

このケーブルをＬＴ－２００に接続して電源をＯＮしますと接続したチャンネルに 

温度センサーの情報が読み込まれＬＴ－８用センサーを正しく温度に変換します。 

このケーブルを用いると温度センサーを混在した時の設定ミスや、接続チャンネルを

間違う事を防げます。 

LT8-200変換ケーブル   型番   ＬＴ－２Ｅ－０３ 

             長さ   ３０ｃｍ 

             価格   ￥５，０００－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅠまたはⅡの方法で使用できます。混在して使用することもできます。 
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